★　黒沢建設から異議・第２弾　投稿者：ウォッチャー 投稿日：2004/01/31(Sat) 10:33:19 No.135 [返信]   

　黒沢建設ＷＥＢに「朱鷺メッセ連絡通路の崩落事故について-(2)」が掲載された。その中で、保存部材の確認の当日（１月２２日）に調査班宛に提出した書面とのことで、以下の２文書が開示された。
　　　1) 調査委員会発表に対しての重大ミス指摘
　　　2) パンチング耐力の算定
★　かすむ教訓　朱鷺メッセ／上・中・下　投稿者：HOH 投稿日：2004/01/29(Thu) 10:00:23 No.132 [返信]   

　新潟日報の1月17・１８・19日紙面に連載の「かすむ教訓　朱鷺メッセ／上・中・下」がこの新聞記事欄に採録されています。どうぞお見逃しなく。
　一般紙ながら、さすがは地元紙、と敬意を表します。専門紙では日刊建設工業新聞・北陸版が頑張ってます。
★　読みました！　HOH - 2004/01/30(Fri) 13:51:09 No.134 

（上）
　構造設計担当者の証言を読むと、県作成の「計画から事故発生までの経緯」の記述と矛盾する。この全体経緯の記述が事故調査委の報告書で採用されている。
（中）
　国土交通省を訪れた県港湾空港局の担当者は、非公式ながら注意を受けた。安全性をチェックする監督者としての責任を問う一言だった。と報道している。県は見ていて当然。そうでなければ「丸投げ」になる、という建築指導課の見解を報道している。
（下）
　県民だけでなく、広く日本の建築関係者を動揺させた落下事故。調査委は今日19日に最終報告書を提出する。調査の過程でいくつもの問題があぶり出されたが、県民が納得できる再発防止策へ、教訓探しはむしろこれから本番を迎える。とこの連載は結んでいる。

　この報道は、建築・建設界のあらゆる専門職能集団のあらゆる意味での「力量」を厳しく問うものになっている。この問い掛けに正面から応えるために、連続セミナーなどの企画を実行してくれるところはないものかしらね。
★　朱鷺メッセ連絡デッキ落下事故報告書　投稿者：ウォッチャー 投稿日：2004/01/27(Tue) 16:18:27 No.130 [返信]   

県事故調査班による報告書がとりまとめられた。

○　朱鷺メッセ連絡デッキ落下事故報告書
　　　　　　（平成１６年　１月２６日）
表紙(8KB)
目次(15KB)
1. はじめに(19KB)
 2. 連絡デッキ整備事業の概要と事故の状況(312KB)
　　 2.1 設計・工事監理・施工の概要
　　 2.2 計画から事故発生までの全体経緯
　　 2.3 事故の状況
3. 事故の原因と関係者の果たすべき役割(40KB)
　　 3.1 調査委員会の原因究明
　　 3.2 原因の分析と関係者の果たすべき役割
4. 事業体制上の問題点と関係者の果たすべき役割(34KB)
　　 4.1 委員会が指摘する問題点
　　 4.2 設計、工事監理の経緯
　　 4.3 複雑な発注形態と関係者の果たすべき役割
　　 4.4 不適切な工事発注時期の設定と県の果たすべき役割
5. 設計者・施工者・工事監理者・発注者の責任(26KB)
6. 今後の改善方策(19KB)
　　 6.1 プロジェクト管理と体制整備
　　 6.2 難しい構造物への対応
　　 6.3 適切な発注形態の確保
7. おわりに(18KB)
Re: 朱鷺メッセ連絡デッキ落下事故報告書　HOH - 2004/01/28(Wed) 19:10:22 No.131 

　この調査班報告書27pp.は県調査委報告書141pp.の要約の役目も果たす。結果として、「計画から事故発生までの全体経緯」の表は県作成のそのままが調査委に採用されたことが強く印象づけられた。調査委の労を多とするにやぶさかでないが、批判的検討がないままの採用はどうもいただけない。
　さて、調査班報告書のサブタイトルは「－事故原因と責任の所在ー」とある。この報告書の趣旨は県における責任の所在を明確にすることかと思いきや、「設計者・施工者・工事監理者・発注者の責任」と小分けし県の責任に関する記述量を相対的に少なくしているように見える。
　調査委の原因結果論をベースに県の責任を次のように述べるが、果たして第三者として納得できるだろうか。
・斜材ロッド定着部の設計耐力の不足に関しては、設計業務の監督及び検査において公共建築物の発注者としての役割を十分に果たしておらず責任がある。
・ロッド定着部の製作に関しては、具体的に協議を受けていなかったことから責任があるとまでは言えない。
・安易なジャッキダウンに関しては、役割を果たす機会がなかったことから責任があるとまでは言えない。
★　8000件突破　投稿者：HOH 投稿日：2004/01/24(Sat) 00:00:04 No.129 [返信]   

１月２３日深夜８０００件を突破しました。
★　朱鷺メッセ設計業者ら落下部材調査　投稿者：ウォッチャー 投稿日：2004/01/22(Thu) 21:06:54 No.127 [返信]   

　新潟日報 01月22日（木）に「朱鷺メッセ設計業者ら落下部材調査」の報道。
　新潟市万代島の「朱鷺メッセ」連絡通路落下事故で、設計、施工をそれぞれ担当した３社が22日、県が同市内に保管している鉄骨やコンクリート床板などの落下部材を初めて調査した。県事故調査委員会の最終報告書が提出されたため、県が公開の求めに応じた。

　これまで事故関係当事者にも非公開だったとは、フェアでないな。とかく隠したがる習性からは脱却してほしいね。新潟県に限らないことだろうが。
Re: 朱鷺メッセ設計業者ら落下部材調査　HOH - 2004/01/23(Fri) 13:19:31 No.128 

　関連の記事が、朝日新聞と読売新聞と、ＷＥＢの新潟に掲載されています。各社のコメントも出ています。
★　調査委員会報告書等について　投稿者：HOH 投稿日：2004/01/20(Tue) 13:45:57 No.126 [返信]   

朱鷺メッセ連絡デッキ落下事故調査委員会WEBに最終報告書本文が掲載されました。今後のオープンな議論のベースとして活用したいものです。

○　朱鷺メッセ連絡デッキ落下事故　事故原因結果報告書（添付資料を除く）
　　 (平成１６年　１月１９日)
　事故原因の調査結果が調査委員会から報告されましたので公表します。
　なお、報告書は報告書本文及び、同添付資料からなり、併せて参考資料集もまとめられていますが、容量の関係で本ホームページでは報告書本文について公開しています。
　公開資料全部は、「新潟県行政情報センター（電話025-280-5273）」で閲覧いただけます。
★　添付資料131pp.の内容　HOH - 2004/01/29(Thu) 11:49:01 No.133 

添付資料131pp.の内容は以下の通り。

表紙・目次2pp.
斜材ロッド定着部補強筋状況（写真）・かぶり厚（図）2pp.
鋼材破断面調査結果報告（武藤睦治・2003.9.11）2pp.
上弦材破断部の目視調査報告（日鉄テクノリサーチ・2003.12.18）3pp.
上弦材破断部の変形調査解析（日鉄テクノリサーチ・2004.01.10）49pp.
上弦材破断部の破面調査解析（日鉄テクノリサーチ・2004.01.10）37pp.
Pca床版の耐力（表）7pp.
第1回ジャッキダウン解析結果（図表）2pp.
第2回ジャッキダウン～完成系までの架設計算結果（図）2pp.
完成系解析結果比較（床版剛性低下）1p.
解析モデルによる断面力の比較（表）3pp.
入江側Ｒ２７上弦材先行破断モデル解析結果（図表）8pp.
入江側Ｒ２１定着部先行破壊モデル解析結果（図表）14pp.

なお、これ以外に参考資料222pp.も公開されています。
★　「関係者の意思疎通欠落」　投稿者：NEWS 投稿日：2004/01/20(Tue) 10:59:03 No.125 [返信]   

2004.1.20 読売新聞（新潟）　WEBより

「関係者の意思疎通欠落」　朱鷺メッセ事故で県調査委最終報告書 

知事ら処分必至か
　「誰か一人が悪かったからアウトになったということではない」――。新潟市万代島の複合施設「朱鷺メッセ」の連絡通路崩落事故で、県の事故調査委員会が十九日に平山知事に提出した最終報告書は、県をはじめ、設計、施工、工事監理という関係者の間で意思疎通がなく、構造の特殊性や施工手順の重要性が十分に共有されていなかったと、厳しく指摘した。発注先の選定などを巡り、発注者である県の対応にも問題があるとされたことで、施設管理者である平山知事や、県担当者の処分は避けられない見通しとなった。 
　最終報告書は、昨年十二月に公表した崩落原因の分析を踏襲し、鉄柱「斜材ロッド」と床板の定着部にあたるコンクリートの強度計算と、補強鉄筋の配置が不十分だったことが、定着部の破断を招いたと断定。さらに、工事最終段階で工事用ジャッキを下ろした際の不手際で定着部にひびが入り、破断を早めたと指摘した。 
　定着部は強度が不足したことで、最大強度の約８０％以上の荷重が継続的にかかると生じる「クリープ破壊」という現象が発生し、時間の経過とともに破壊が進んだという。 

　そのうえで、事故調は今回新たに、定着部での破断発生を回避できなかった要因として、発注者、設計、工事監理、施工の各担当者の間で意思疎通が不十分だったことを厳しく指摘。補強鉄筋の配置を巡っては、構造設計者、工事監理者、施工者、床板製造者の間で合意がなく、「構造設計者と施工者の間でも構造の注意点や施工手順の重要性が共有されたとは考えにくい」とした。 

　このため、事故調は「設計上の不適切さは、設計者による再検討、施工者による検討などにより見つけ出され、改善される場合が多い」との見解を示し、「構造設計者による工事監理は必要不可欠」「発注者は第三者を加えた関係者会議等を積極的に開くべき」など六項目の提言を行った。 

県、賠償請求へ　業者側反発も 
　県は、最終報告書で設計、工事管理、施工の各段階で対応に問題があったと指摘されたことを受け、関係業者に賠償を請求する方針だ。しかし、報告書の核心となる崩落原因の分析について強く反論する業者もいるため、賠償問題が訴訟に発展するのは避けられない見通しだ。 

　平山知事は同日、賠償問題について、「設計、施工、工事管理、県の四者に責任があるということで、それを受けての対応になる」と述べ、県側の責任を精査したうえで、賠償請求を行う考えを強調した。 

　県は対象業者の範囲をまだ決定していないが、県建築設計協同組合（新潟市）、福地建築設計事務所（同）、「構造設計集団（ＳＤＧ）」（東京）の設計関係三業者（福地建築設計事務所は工事監理も担当）のほか、「第一建設工業」（新潟市）、「黒沢建設」（東京）の施工関係二業者に問題があったとの見方が出ており、これら五つの業者を軸に検討を進めている。 

　一方、構造設計を担当したＳＤＧの渡辺邦夫代表は、「真の原因が誰にでもわかりやすく証明されていない段階で、最終報告書を出すのはおかしい。真相解明は何年かかってもやるべきだ」と語り、損害賠償請求に対しては訴訟も辞さない考えを強調した。 

　設計と工事監理を担当した福地建築設計事務所は、設計と施工の連携不足などの指摘を受けた点について、「通路が落ちたことは事実なので、そうした点があったということだろう」としながらも、責任については「（県建築設計協同）組合がどう考えるかに従う」と明言を避けた。 

　一回目のジャッキ下ろしが崩落を加速させたと指摘された第一建設工業、崩落の起点とされる斜材ロッド定着部の製作に当たった黒沢建設（東京都）の両社は、いずれも「報告書を見ていないので、コメントできない」とした。 

＜最終報告書のポイント＞ 
崩落を招いた主な原因 
〈１〉斜材ロッド定着部の設計耐力の不足 
〈２〉定着部補強鉄筋の取り付けの不具合 
〈３〉安易な工事用ジャッキ下ろし 

発注、設計、施工上の問題点 
〈１〉定着部の不適切な構造設計を是正できなかった 
〈２〉特別な配慮が必要な構造物だとの認識が、関係者の間で薄かった 

〈３〉最終的な構造計算書が完工近くまで存在せず、計算書に基づく施工手順が計画できなかった 

〈４〉設計変更などの情報が交錯し、責任所在が不明確
★　朱鷺メッセ事故調／発注者責任も明記　投稿者：HOH 投稿日：2004/01/17(Sat) 08:11:16 No.122 [返信]   

　日刊建設工業新聞・北陸版に、以下のタイトルで第１０回県調査委の記者会見要旨が掲載された。
　　発注者責任も明記、最終報告まとむ／朱鷺メッセ事故調（2004/01/16）
　　　　http://web.archive.org/web/20040202151156/http://www.nikkenko.com/hokuriku/indexHKR.asp
Re: 朱鷺メッセ事故調／発注者責任も明記　ウォッチャー - 2004/01/20(Tue) 08:21:55 No.123 

　読売新聞・新潟に比較的詳細な以下の情報あり。
　　　　http://web.archive.org/web/20040202151156/http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/niigata/
「関係者の意思疎通欠落」　朱鷺メッセ事故で県調査委最終報告書 
知事ら処分必至か　　県、賠償請求へ　業者側反発も　　＜最終報告書のポイント＞ 
　県は対象業者の範囲をまだ決定していないが、県建築設計協同組合（新潟市）、福地建築設計事務所（同）、「構造設計集団（ＳＤＧ）」（東京）の設計関係三業者（福地建築設計事務所は工事監理も担当）のほか、「第一建設工業」（新潟市）、「黒沢建設」（東京）の施工関係二業者に問題があったとの見方が出ており、これら五つの業者を軸に検討を進めている。 

　ここに槇文彦総合計画事務所の名前がないのは不思議だな。
Re: 朱鷺メッセ事故調／発注者責任も明記　HOH - 2004/01/20(Tue) 10:00:46 No.124 

日刊建設工業新聞・北陸版に以下の記事が連続掲載された。
　　　　http://web.archive.org/web/20040202151156/http://www.nikkenko.com/hokuriku/indexHKR.asp
損害賠償請求へ準備／朱鷺メッセ事故で新潟県（2004/01/19）
訴訟なら報告書の疑問に答える用意／丸山事故調査委員長（2004/01/19）
構造設計不具合を明記、事業体制にも問題／朱鷺メッセ事故報告書まとむ（2004/01/19）
発注者責任も明記、最終報告まとむ／朱鷺メッセ事故調（2004/01/16）
　報告書は全文１４０ページのほか関係資料等を添付。崩壊のメカニズムとその原因に相当部分を割くとともに、まとめで、設計・工事監理・施行上の問題や残存デッキの取り扱いにふれ、最後に提言を付記した。

　この報告書本体および添付の関係資料等のすべてが、早急に情報開示されることを求めたい。
★　黒沢建設から異議申し立て　投稿者：ウォッチャー 投稿日：2004/01/14(Wed) 00:12:52 No.120 [返信]   

　黒沢建設（株）WEBに、「朱鷺メッセ連絡通路の崩落事故について（真の原因を糾明する）」という異議申し立てが、掲載され始めた。１月１３日・１４日・１５日と３回に分けての発表予定。
　　　　http://web.archive.org/web/20040202151156/http://www.kurosawakensetu.co.jp/
Re: 黒沢建設から異議申し立て　HOH - 2004/01/16(Fri) 10:14:55 No.121 

　１月１５日発表分の現場状況写真は一見の価値ありです。県調査委にも届けていたようですが、これまでの開示情報からは全く読み取れないものでした。ＪＳＣＡタスクフォースに伝えられていたかどうかは不明です。
　第一建設工業・黒沢建設のＷＥＢ情報を見るにつけ、建築・構造の設計の立場からの直接的な情報発信が待たれます。
　学会などの公開の場で大いに揉んで、その過程で設計・製作・施工の役割分担や全体の統括責任のあり方を明らかにしていただきたいものです。
★　著者からのメッセージ2003.12（紹介）　投稿者：HOH 投稿日：2004/01/12(Mon) 18:01:40 No.119 [返信]   

五十嵐敬喜・小川明雄 『「都市再生」を問う--建築無制限時代の到来』 岩波新書832
　「２００３年問題」は現実になった。全国的にオフィスの空室率は増え、賃貸料は下落し、マンションの投げ売りが加速している。住宅地に巨大なビルやマンションが侵入し、建築紛争が激増している。「都市再生」政策は、市民の生活を犠牲にして長年暴走してきた都市計画の「規制緩和」の果てであり、この国の政策が政官財の談合でつくられる仕組みを垣間見せた。そうしたカラクリを暴いた本書を一人でも多くの読者に読んでいただきたい。
★　「不当な賠償請求なら訴訟」　投稿者：NEWS 投稿日：2004/01/09(Fri) 16:46:36 No.118 [返信]   

読売新聞（新潟）のWEBより　　　　　2004.1.9
「不当な賠償請求なら訴訟」朱鷺メッセ連絡通路崩落 

設計業者が事故調批判
　新潟市万代島の複合施設「朱鷺（とき）メッセ」の連絡通路崩落事故で、構造設計を担当した「構造設計集団（ＳＤＧ）」の渡辺邦夫代表が八日記者会見し、県の事故調査委員会が昨年十二月に示した崩落原因についての最終見解を批判した。さらに、県から損害賠償を求められた場合、「不当なものであれば裁判で争う」とし、訴訟を辞さない構えを見せた。 
　渡辺代表は、事故調がコンクリートの強度計算が不十分だったなどと断定したことについて、「調査は施工した建設会社が行った実験データに基づくもので、中立性が保たれていない」と批判。ＳＤＧのコンピューターシミュレーションによると、崩落の出発点となった破断個所は、事故調が結論付けた「斜材ロッド」定着部ではなく、屋根の鉄骨部分と考えられると改めて指摘した。 

　鉄骨の破断原因については「溶接に問題があったか、ジャッキダウンの際に大きな損傷を受けたか、あるいはその両方」との見方を示した。ＳＤＧは事故調が最終報告書の要旨を公表した直後、「崩壊メカニズムが解明出来ていない」などとし、県と事故調に異議申し立て書を提出していた。 

　県は、事故調が十六日に最終報告書を提出するのを待って関係業者の過失割合を詳しく検討し、賠償を請求することにしている。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上WEBより
★　次期通常国会提出予定18法案　投稿者：ウォッチャー 投稿日：2004/01/09(Fri) 14:30:43 No.117 [返信]   

　国土交通省の次期通常国会提出予定18法案の名称が日刊建設工業新聞ＷＥＢにあった。
　　　　http://web.archive.org/web/20040202151156/http://www.decn.co.jp/data/rinji/200401090204.pdf
◎ 景観法案（仮称）
※ 景観法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律案（仮称）
※ 都市緑地保全法等の一部を改正する法律案
◎ 建築物の安全性及び市街地の防災機能の確保等を図るための建築基準法等の一部を改正する法律案（仮称）
他。
　注目の道路４公団関連以外にも重要法案あり。法案内容はどこで分かるか、ご教示を乞う。
★　建築学会長コメントに敢えて異論　投稿者：HOH 投稿日：2004/01/07(Wed) 22:35:48 No.116 [返信]   

　日刊建設工業新聞WEB上の朱鷺メッセ通路事故の報道集約にある建築学会長コメントには敢えて異論を呈したい。本来、学会は公正な論議を行う場を提供すべきなのである。報道で読む限りは、あたかも議論を打ち切るがごとき発言である。
　建築学会は、後世の批判に耐える調査報告を得るべく最大限の努力をなすべきである。

　また、JSCAタスクフォースに関する報道では、最終報告を１月下旬にまとめるとある。昨年末公表の中間報告２では資料不足を訴えているにもかかわらずである。何をそんなに急ぐのか。ゆっくりじっくりJSCA本来の目的の調査と提言にこそ邁進すべきではないか。
